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剛
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日
与

『
法
華
和
語
記
』
に

つ
い
て

糸

久

宝

賢

『法
華
和
語
記
』
全
四
巻

(以
下

『
和
語
記
』
と
略
称
)
は
、
日
隆
門

流

の
両
山

(尼
崎
本
興
寺
、
京
都
本
能
寺
)
六
世
、
金
剛
院
日
与

の
著
し

た
も
の
で
あ
る
。
日
与
は

「両
山
中
興
の
祖
」
ま
た

「内
外
典
及
び
歌

道
に
達
し
」

た
人
と

『
両
山
歴
譜
』
に
記
さ
れ
る
、
室
町
期
日
隆
門
流

を
代
表
す
る
僧
侶

の
ひ
と
り
で
あ
る
。
日
与
の
生
涯
と
そ
の
文
芸
活
動

(
1
)

に
つ
い
て
は
、
か

つ
て
桃
井
観
城
師
が
触
れ
ら
れ
、
ま
た
、

こ
れ
を
う

け
て

「本
興
寺

・
本
能
寺
両
山
六
世
金
剛
院
日
与
と
そ
の
周
辺
」
(『大

崎
学
報
』
一
三
七
号
)
の
中
で
小
考
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
論
考

の
中
で
、
門
流
運
営
者
と
し
て
の
日
与
の
業
績
と
、
歌
人
僧
と
し
て
の

活
躍
を
述

べ
た
。
本
稿
は
さ
ら
に
日
与
の
著
作
で
あ
る

『
和
語
記
』
を

と
り
あ
げ
、
彼
の
文
芸
活
動
を
京
都
日
蓮
教
団

・
門
流

の
発
展
と
の
関

り
の
中
で
再
考
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
与
の
生
涯
に
お
け
る
文
芸
活
動
を
素
描
す
る
と

康
正

・
長
禄
頃

(
一
四
五
五

五
九
)

本
能
寺
で
興
行

さ
れ
た
祝
疇

連
歌
に
参
加
。

文
明
九
年

(
一
四
七
七
)

杉
美
作
守
重
道
の
陣
所
に
お
い
て
興
行
さ

れ
た
連
歌
に
参
加
。

文
明
十
五
年

(
一
四
八
三
)

本
能
寺
に
お
い
て
興
行
さ
れ
た
連
歌
に

参
加
。

文
明
十
八
年

(
一
四
八
六
)

宗
祇
発
句
の
連
歌

に
参
加
、
本
能
寺
に

お
い
て
連
歌
興
行
。

延
徳
二
年

(
一
四
九
〇
)

日
与

の
坊
で

「七
人
付
句
」
開
催
。

と
い
っ
た
事
跡
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
、
歌
人
僧
と
し
て
の
日
与

の
著
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る

『
和
語
記
』
は
、
そ
の
名
の
示
す
如
く
、
法

華
経
の
二
十
八
品
ご
と
に
先
人
の
和
歌
を
あ
わ
せ
記

し
た
も

の

で
あ

る
。
『和
語
記
』
は
延
徳
二
年

(
一
四
九
〇
)
十
月

五
日
に
著
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
『
日
蓮
宗
宗
学
章
疏
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
正
、

写
本

は
伝

存
し
て
お
ら
ず
、
正
保
四
年

(
一
六
四
七
)
十

一
月

の
刊
記
本
が
現
存
す

る
と
い
う
。
か
か
る
事
・情
か
ら
、
本
稿
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用

い
る
の

は
、
正
保
四
年
刊
記
本
と
す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
す
る
。

『
和
語
記
』
は
全
四
巻
四
冊
で

第

一
巻

序
品

信
解
品

'

金
剛
院

日
与

『
法

華
和
語
記
』

に

つ
い
て

(
糸

久
)
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第

二
巻

薬
草
喩
品

見
宝
塔
品

第
三
巻

提
婆
達
多
品

法
師
功
徳
品

第
四
巻

常
不
軽
菩
薩
品

普
賢
菩
薩
勧
発
品

に
分
巻
収
録

さ
れ
、
全
文
仮
名
漢
字
混
交
文

で
あ
る
。
原
文

の
体
裁
は

不
詳
。
構
成

を
み
る
と
、
品

々
ご
と
に
ま
ず

一
品
の
大
意
を
述
べ
、
そ

の
大
意
に
そ

っ
た
先
人
の
和
歌
を
作
例
と
し
て
あ
げ
、
次
で
品

々
の
題

号
釈
を
記

し
、
こ
こ
で
も
先
人
の
和
歌
を
引

い
て
作
例
と
し
て
い
る
。

こ
の
部
分

ま
で
は

一
品
全
体
を
通
し
て
題
材
を
と
る
こ
と
に
際
し
て
の

心
得
で
あ

る
が
、
次
下
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は

「要
文
の
事
」
と
い
う

も
の
で
、
品

々
の
中
に
あ
る
著
名
な
章
句
を
列
記
し
、

こ
の
章
句
を
題

材
と
し
て
和
歌
を
作
る
心
得
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
先
人
の
和
歌
を
作

例
と
し
て
引
用
す
る
の
は
前
の
部
分
と
同
様
で
あ
る
。
品
々
の
教
理
解

釈
に
つ
い
て
は
、
日
与
自
身
が
あ
と
が
き
に

記
す
所
は
明
師
の
高
判
也

作
者
の
私
を
存
ぜ
ず

但
し
題
号
之

解
釈
を
引
て
入
文
を
消
し

玄
義
止
観
を
も
て
文
句
に
合
せ
る
事

は

是

又
妙
楽
大
師
の
指
南
也

と
記
す
よ
う
に
、
彼
自
身
の
解
釈
で
は
な
く
、
主
と
し
て
天
台
三
大
部

及
び
妙
楽
大
師
の
釈
を
句
々
に
そ
え
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

引
用
所
載
の
和
歌
の
作
者
と
し
て
は
慈
円
が
最
も
多
く
、
俊
成

・
赤
染

衛
門

・
定
家
を
は
じ
め
と
す
る
作
者
達
の
作
品
を
載
せ
、
全
体
で
百
余

箇
所
、

二
百
首
弱
の
和
歌
を
引
用
し

て

い
る
。

こ
の
よ
う

に

『
和
語

記
』
の
内
容
は
教
理
的
著
作
と
い
う
よ
り
も
、
法
華
経
を
テ
ー
マ
と
す

る
釈
教
歌
作
成
の
手
引
書
と
し
て
の
性
格
を
強
く
有
す
る
も
の
と
な

っ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
日
与
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
活
躍
し
た
円
明
院
日

澄

(
一
四
四
一

一
五
一
〇
)
の

『法
華
啓
運
砂
』

が
、
基
本
的
に
は
天

台
教
学
の
典
籍
の
釈
を
句

々
に
そ
え
る
と
い
う
形

式

を
と
り

な
が
ら

も
、
諸
処
に
日
蓮
遺
文

・
私
見
を
合
し
、
日
蓮
宗
宗
義
書
の
性
格
を
有

(
2
)

す
る
も
の
に
な

っ
て
い
る
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
よ
り
明
確
と
な
ろ
う
。

『
和
語
記
』
の
か
か
る
性
格
は
、
そ
の
述
作
さ
れ
る
に
至

っ
た
経
緯
に

も
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
和
語
記
』
を
述
作
す
る
に
至

っ
た
経
緯
に

つ
い
て
巻
頭
に
は

こ
れ
は
一
品
経
の
た
め
と
て
人
々
の
か
た
よ
り
品
々
の
こ
こ
ろ
を
た
ず
ね
給

い
し
時

俄
に
あ
ら
あ
ら
し
る
し
て
送
る
事
十
品
計
に
お
よ
べ
り

其
後
整

足
し
て
し
る
し
侍
ら
ば
や
と
思
ひ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

『
和
語
記
』
に
先
立

っ
て
同
内
容
の
も

の
を
な
ん
び
と
か
の
依
頼
に
よ

っ
て
ま
と
め
た
が
、
そ
れ
は

一
部
分
十

品
ば
か
り
で
あ

っ
た
の
で
、
改
め
て
一
部
八
巻

二
十
八
品
全
て
に
つ
い

て
注
釈
を
加
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
和
語
記
』
は
当
初

か
ら
、
法

華
経
の
大
意
を
知
る

(作
歌
の
手
引
き
と
し
て
)
た
め
に
、
ま
た
、
他

か

ら
の
依
頼
に
よ

っ
て
著
さ
れ
た
も
の
を
補
促
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
依
頼
が
な
さ
れ
る
に
は
、
日
与
自
身

「人

々
の
か
た
」

か
ら
あ
る
程
度
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
で
あ

ろ
う
。
略
年
表
に
記
し
た
如
く
彼
の
文
芸
活
動

の
全

て
は
連
歌

で
あ

る
。

こ
の
頃
の
連
歌
ブ
ー
ム
が
公
式

・
仏
教
教
団
諸
方
に
広
が

っ
て
い
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た
こ
と
は
既
に
先
学
の
指
摘
す
る
如
く
で
あ

っ
て
、
日
蓮
教
団
も
ま
た

こ
の
例
外

で
な
か
っ
た

こ
と
は
、
日
与
の
略
年
表
か
ら
も
、
他
の
史
糾

か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
京
中
諸
山
は
著
名
な
連
歌
師
や
、

(3
)

連
歌
に
明

る
い
貴
族
を
招
い
て
連
歌
を
興
行
し
た
。

い
っ
ぼ
う
こ
う
し

た
傾
向
は
京
中
の
寺
院
の
み
な
ら
ず
地
方
の
教
団
寺
院
に
も
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
富
士
門
流
大
石
寺
日
有
談

『
化
儀
抄
』
第
三
十
九
条

で
は

ノ

一
、
法
楽
祈
濤
な
ん
ど
の
連
歌
に
は
寄
り
合
は
ず
、
其
故
は
宝
号
を
唱
な
へ

三
礼
を
天
神
に
な
す
故
に
、
信
が
二
頭
に
な
る
故
に
我
宗
の
即
身
成
仏
の
信

(4
)

と
は
な
ら
ざ
る
な
り
云
云

と
し
て
、
連
歌
に
寄
り
合
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
日
蓮
教

団
内
の
連
歌
ブ
ー
ム
を
示
す

一
例
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
連
歌
ブ
ー

ム
の
中
で
撰
集
さ
れ
た

『
新
撰
筑
玖
波
集
』
は
、
そ
れ
を
知
る
人

々
の

強
い
注
意
を
引

い
た
と
い
う
が
、
日
与
の
才
能
を
き
わ
だ
た
せ
て
い
る

の
は
、

こ
の

『新
撰
筑
玖
波
集
』
に
彼
の
作
品
が
入
句
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
前
掲
拙
稿
並
に

「室
町
時
代

に
お
け
る
法
華

宗
僧

の
文
芸
活
動
に
つ
い
て
1
京
都
法
華
宗

の
性
格
把
握

の
視

点
か

ら
l
」
(『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
+
二
ー
二
号
)
に
お
い
て
述
べ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
再
度
略
述
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

木
藤
才
蔵
氏
に
よ
れ
ば
、

こ
の
連
歌
集
は
大
内
左
京
大
夫
政
弘

の
発

願
に
よ
り
、

一
条
冬
良
が
中
心
と
な
り
、
三
条
実
隆
の
指
揮
下
、
宗
祇

が
主
幹
と
な

っ
て
編
集
さ
れ
、
永
享
初
年
か
ら
明
応
四
年
に
い
た
る
六

十
年
余

の
作
品
群
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、
宮
中
作
家
、
武
家
、
僧
侶
な
ど
が
そ
の
作
者
で
あ
る
と
い
う
。
ま

た
、
選
出
の
傾
向
と
し
て
、
専
間
作
者
の
作
品

を
中
心
と
し
て
い
る
こ

と
、
そ
れ
以
外
は
宮
中
作
家

の
作
品
を
多
く
と
り
、
宮
中
の
地
位
関
係

(
5
)

が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
う
か
が
わ
れ
る
と
い
う
。
い

っ
ぽ

う
、
編
集
方
針
を
め
ぐ

っ
て
編
者
間
で
ト
ラ
ブ

ル
が
あ

っ
た
こ
と
、
編

集
が
は
じ
ま
る
と
盛
ん
な
入
選
運
動
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど

(
6
)

も
指
摘
さ
れ
て
,い
る
。
そ
う
し
た
背
景
の
な
か
、
『
新
撰

筑
玖
波
集
』

に
入
句
し
て
い
る
日
蓮
教
団
寺
院
の
僧

は
、
妙
蓮
寺
日
応
と
日
与

の
二

人
で
、
日
応
は
三
句
、
日
与
は
十

一
句
入
句
し
て
い
る
。
専
門
連
歌
師

や
宮
中
作
家
た
ち
か
ら
み
れ
ば
、
日
与
の
十

一
句
と
い
う
の
は
少
な
い

よ
う
に
思
え
る
が
、
殿
上
人
か
ら
五
位
ま
で
の
人

々
で
さ
え
十
句
を
越

え
る
の
は
ま
れ
で
あ
る
し
、
地
下
人
や

一
般
僧
侶
に
い
た

っ
て
は
、
ほ

(7
)

と
ん
ど

一

五
句
程
度
の
入
句
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
に
比
較
す
れ
ば
日

与
め
入
句
数
は
少
な
い
も
の
で
は
な
い
。

略
年
表
に
記
し
た
如
く
、
日
与
と
編
集
主
幹

の
宗
祇
と
は
、
日
与
が

自
身
の
坊
に
宗
祇
を
弟
子
と
共
に
招
く
ほ
ど
親
密
で
、
師
弟
に
近
い
関

係
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
後
述
す

る
よ
う
に
、
編
集
の
中
心
人
物

で
あ

っ
た

一
条
冬
良
と
そ
の
父
兼
良
と

日
隆
門
流
と
は
交
渉
が
あ

っ
て
、
そ
し
て
ま
た
、

日
与
の
代
に
本
能
寺

は
将
軍
家
祈
濤
所
と
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た

こ
と
も
入
句
数
に
無
関

係

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、

著
名

な
宮
中
作
家

で

金
剛
院
日
与

『
法
華
和
語
記
』

に
つ
い
て

(
糸

久
)
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も
、
専
門
連
歌
師
で
も
な
か

っ
た
日
与
に
与
え
ら

れ
た
才
能

の
評
価

は
、
先
に
掲
げ
た
入
句
数
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
低
い
も

の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
み
る
な
ら
ば
、
歌
人
僧
と
し
て
の
日
与

に
、
『
和
語
記
』

の
内
容
の
如
き
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
評
価
は
、
彼
の
社
交
圏
の

中
で
与
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
日
与
は

若
年

の
頃

よ
り
当
代
知
識
人
と
の
交
渉
を
も
ち
、
長
禄

四
年

(
一
四
六

〇
)
に
は

一
条
兼
良

の
も
と
で
法
華
要
品
の
講
義
を
し
て
い
る
。
兼
良

は
こ
れ
に

本
能
教
寺
芯
蕩
日
定
講
二説
法
華
要
品
一最
以
二本
門
之
所
詮
一為
レ宗
、
以
二末

(8
)

世
之
弘
通
一為
レ先

蕨
利
寛
莫
大
焉
、
其
志
寧
不
レ嘉
耶

と
の
感
状
を
与
え
て
い
る
が
、

こ
れ
も
日
与

へ
の
評
価
を
知
る

一
端
で

あ
ろ
う
。

こ
の
頃
本
能
寺
で
興
行
さ
れ
た
祝
疇
連
歌
に
兼
良

の
発
句
が

送
ら
れ
た

の
も
こ
う
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

以
上
が

『和
語
記
』
の
構
成

・
著
述

の
経
緯
並
び
に
日
与
と

『和
語

記
』
と
の
関
連
で
あ
る
が
、
も
う

一
点
注
目
さ
れ
る
も

の
と
し
て
、

『
和
語
記
』
の
奥
書
が
あ
る
。

『
和
語
記
』
に
は
日
与

の
自
筆
奥
書

の
次
下
に

「前
博
陸
」
す
な
わ

ち
前
関
白
が
奥
書
を
記
め
て
い
る
。
そ
れ
は

妙
法
蓮
華
経
註
釈
諸
宗
之
所
述
者
不
可
勝
計
其
中
以
天
台
釈
為
肝
心
欺

故

賜
法
華
号
唯
在

一
宗
□
錐
然
如
白
屋
児
女
子
轍
難
通
釈
義
欺

(略
)

一
見
之

次
柳
勒
筆
端
而
己

永
正
元
年
仲
夏
初
吉

前
博
陸
候

在
判

と
い
う
も
の
で
、
日
与
入
寂
後
十
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
『
和
語
記
』

を

「前
関
白
」

の
許
に
届
け
て
奥
書
き
を
依
頼

し
た
の
は
、
お
そ
ら
べ

日
与
の
後
職
日
僧

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
日
僧
は
奥
書
に
あ
る
年
号

と
同
年

の
永
正
元
年
三
月
、
日
与
の

『
法
華
経
大
意
』
を
三
条
実
隆
の

許

に
持
参
せ
し
め
て
い
る
。
『法
華
経
大
意
』
は

『
日
蓮
宗
宗

学
章
疏

目
録
』
に
は
そ
の
名
が
見
え
ず
、
『
両
山
歴
譜
』
日
与
上
人

の
条
に

「
三

帖
抄

妙
経
大
意
」
と
、
『
三
帖
抄
』

の
異
称
で
記
さ
れ
て
い
る
日
与

の

著
作
で
あ
る
。
『
実
隆
公
記
』
永
正
元
年
三
月
二
十
七
日
条
に
は

本
能
寺
故
日
誉
所
抄
之
法
華
経
大
意
為
和
歌
述
其
義
、
有
五
巻
、
此
本
予
加

一
覧
、
和
歌
内
有
相
違
之
事
者
有
可
改
付
之
由
、
彼
寺
当
住
命
之
由
伝
之
、

何
様
為
結
縁
預
置
之
由
報
了

と
あ
っ
て
、
『法
華
経
大
意
』
五
巻
が
届
け
ら
れ
、
所
載
の
和
歌

の
校

訂
を
依
頼
さ
れ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
僧
自

身
明
応

四
年

(
一
四
九

五
)
四
月
に
、

一
条
冬
良
の
も
と
で
法
華
要
品

の
講
義
を
し
て
感
状

を

(9
)

う
け
た
と
い
う
事
蹟
が
あ
り
、
公
武
と
の
交
渉

の
あ

っ
た
人
で
あ
る
か

ら
、
『
和
語
記
』
も
ま
た
、

そ
う
し
た
な
か
で

「前
関
白
」
に
届

け
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
『
和
語
記
』
奥
書
に
あ
る

「前
関
白
」
に
つ
い
て

で
あ

る
が
、
永
正
元
年
の
時
点
で
存
命
し
て
い
た
関
白
経
験
者
を

『読
史
備

要
』
.『
公
卿
補
任
』
に
よ
っ
て
み
る
と
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一
条
冬
良

永
正
十

一
年

(
一
五
一
四
)
没
。

近
衛
尚
通

天
文
十
三
年

(
一
五
四
四
)
没
。

鷹
司
政
平

永
正
十
四
年

(
一
五
一
七
)
没
。

近
衛
政
家

永
正
二
年

(
一
五
〇
五
)
没
。

九
条
政
基

永
正
十
三
年

(
一
五
一
六
)
没
。

の
五
人
で
あ
る
。

こ
の
う
ち

一
条
冬
良
に
つ
い
て
は
前
述

の
通
り
で
あ

り
、
近
衛
政
家
、
尚
通
父
子
は
日
蓮
宗
信
仰
を
も

っ
た
貴
族
と
し
て
著

(
10
)

名
で
あ
る
。
ま
た
、
鷹
司
政
平
は
、
そ
の
子
息
某
を
京
都
妙
顕
寺
で
出

(11
)

家
さ
せ
て
お
り
、

こ
の
四
人
は
、
直
接
本
能
寺
や
京
都
日
蓮
教
団
寺
院

と
関
り
の
深

い
貴
族
た
ち
で
あ
る
。
九
条
政
基
に
つ
い
て
も
、
直
接
で

は
な
い
が
、
兄
弟

の
九
条
政
忠
の
子
息

(後
の
立
本
寺
七
世
要
法
院
日
締
)

(12
)

が
日
蓮
教
団
寺
院
に
入
寺
し
て
い
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。

こ
う
し
て

み
て
く
る
と

『和
語
記
』
に

一
見
を
加
え
、
奥
書
を
記
め
た
可
能
性
の

あ
る
人
物

は
、

い
ず
れ
も
何
ら
か
の
形
で
日
蓮
教
団
と
関
わ
り
を
も

っ

て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
単
な
る
遇
然
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
に
せ
よ
、
日

僧
は
何
故
同
年
中
に
日
与

の
著
作
二
点
を
当
代
を
代
表
す
る
知
識
人
、

高
位

の
人

に
閲
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
年
が
日
与
の
十
三
回
忌
だ

っ
た
の
で
、

こ
れ
を
期
し
て
日
与
の
遺
著
を
ま
と
め
て
お
こ
う
と
思

っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
先
代
日
与
や
日
蓮
教
団
の
有
し

て
い
た
社
交
圏
を
手
が
か
り
と
し
て
、
彼
自
身
も
本
能
寺
貫
主
と
し
て

そ
う
し
た
階
層
と
交
渉
を
も
つ
こ
と
を
継
続
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
、
に
わ
か
に
は
詳
か
に
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
京
都
日
蓮
教
団
各
本
寺
の
貫
主
に
貴
族
の
子
弟
を
迎
え
る
こ
と
は

(13
)

ま
れ
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
し
、
本
能
寺
で
も

こ
の
の
ち
、
貫
主
に
伏

(14
)

見
宮
連
枝
の
出
身
で
あ
る
日
承
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

日
増

及
本
能
寺
が
、
そ
れ
ら
の
階
層
と
交
渉
を
も
つ
こ
と
に
、
全
く
無
関
心

で
あ

っ
た
と
は
言
い
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く

『和
語
記
』
に
関
す
る
事
項
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、

『
和
語
記
』

の
執
筆
も
彼
の
文
芸
活
動
と
同
様
、
教
団
外
の
社
交
圏

の

中
で
な
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
日
与
の
社
交
圏
が
門

流
運
営
者
と
し
て
の
彼

の
事
歴
に
無
機
能
の
ま
ま
で
い
た
と
は
思
え
な

い
し
、
そ
の

一
端
は
後
職
日
増
に
も
継
承
さ
れ
た
。

法
華
経
の
教
理
を

一
般
教
養
と
し
て
知
り
な
が
ら
も
、
あ
ま
り
宗
派

性
を
意
識
し
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
人

々
の
中

に

あ
っ
て
、
『
和
語
記
』

も
ま
た
、
日
与

の
文
芸
活
動
と
同
様
、
結
果
的

に
そ
れ
ら
の
人

々
と
日

与
と
を
つ
な
ぐ
接
点

の
ひ
と

つ
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

1
 
同
氏
稿

「金
剛
院
日
与
上
人
に
つ
い
て
」
(
『桂
林
学
叢
』
第

一
号
所

収
)
。

2
 
渡
辺
宝
陽
氏

『
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究
』
一
七
四

一
九
〇
頁
。

3
 
拙
稿

「室
町
時
代
京
都
日
蓮
教
団
と
貴
族
」
(『日
蓮
教
学
研
究
所
紀

要
』
第
九
号
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

4

『富
士
宗
学
要
集
』
(新
版
)
第

一
巻
六
六
頁
。

5
 
同
氏
稿

「新
撰
菟
玖
波
集
の
性
格
」
(『国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
十

一

年

一
月
号
所
収
)
。

金
剛
院
日
与

『
法
華
和
語
記
』

に
つ
い
て

(
糸

久
)
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金
剛
院

日
与

『
法

華
和
語
記
』

に

つ
い
て

(
糸

久
)

6
 
荒
木
良
雄
氏

『
宗
舐
』

一
一
四

一
一
七
頁
。

7

『
新
撰
菟
玖
波
集
作
者
部
類
』
(
『
続

々
群
書
類

従
』

第
十

五

巻

所

収
)

に
よ
る
。

8

『
本
能

寺
文
書
』

(『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』

第

二
〇

巻

所

収
)

二

八
二

二
八
三
頁
。

9

『
本
能
寺
文
書
』

(
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』

第
二
〇
巻
所
収
)

二
八
九
頁
。

10
 
辻
善
之
助
氏

『
日
本
仏
教
史
』

中
世
篇

之
四
、

四
〇

六

四

一
二
頁
、

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編

『
日
蓮
教
団

全
史
』

上

三
三
二
頁
、

中

尾
尭
氏
稿

「
近
衛
政
家

の
日
蓮
宗
信
仰
」

(
『
豊

田
武
博

士
古
稀
記
念

日
本

中
世

の
政
治

と
文
化
』
所
収
)
。

11

『
日
蓮
教
団
全
史
』

上

三
三
三
頁
。

12

『
日
蓮
教

団
全
史
』
上

三
三
五
頁
。

13

『
日
蓮
教
団

全
史
』

上

三
三

二

三
三
九
頁
。

皇
族

・
貴

族

の
子

息

を
本
寺
貫
主

と
し
て
招
請

し
た

り
、
入
寺

さ
せ
た
り
す
る

こ
と

の
教
団
側

の
事
情

を
示
す
史
料

と
し
て
、
近
世
初
頭

の
も

の
で
は
あ
る
が

『
妙
蓮
寺

祖
師
記
』
(
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書

』
第

二
十

三
巻

所
収
)

が
あ
る
。

作
者
は

日
澄

な
る
人
物

で
慶
長
十

一
年

(
一
六
〇

六
)

の
成

立
。

内
容

は
京

都
妙

蓮
寺
再
興

の
経
緯

と
歴
代
貫
主

の
略
伝

で
あ

る
。

そ

の
中
、
再

興

の
中
心

人
物

で
あ
る
仏
性
院

日
慶

が
、
再
興

し
た
妙
蓮
寺

の
貫

主
を
選
任
す
る
際

シ

ル

モ

ト

リ

ニ

ヲ

テ

ノ

リ

「
四
姓
出
家
共
成
二
釈
種

↓
錐
レ
然
親
覧
二
僧
中

一依
二
俗

姓

高

下
一
有
二
参

内

ク

テ

之
遅
速

↓
今
且
撰
二
其
姓

一須
レ
為
二
寺
務

こ

と
い
う
配
慮

か

ら

日
応

(
庭

田
家

の
出
身
)

を
招
請

し
た

こ
と
を
記
し

て

い

る
。
京

中

に
寺

院

を
構

え
、
そ
れ
が
門
流

の
本
寺

と
し

て
存
在
し

て
い
る
な
ら
ば
、
対
社
会
的

な

部
分

で
門
流
運
営

上
、
公
武

と
の
交
渉
は
不
可
避

で
あ

り
、

こ
う
し
た
形

で
の
縁
故
を
結

ぶ
必
要
も
、
信

・
未

信
を
問
わ
ず
存
在
し
た

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

諌
暁
活
動
を
行
う

に
し
て
も
、

庭
中
強
訴
以
外

は
、
多

く

の
縁
故

を
用

い
、
中
介
者

を
立

て
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
か
ら

(
『
日
什

御

奏

聞

記

録
』
〈『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第

五
巻
所
収
〉
)
、公
武

と
の
交
渉

は
多

分
に

教
団
側
か

ら
意
識

さ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う

と
思

わ
れ
る
。

14

『
日
蓮
教
団
全
史
』

三
六
七
頁
。

(
立
正
大
学
講
師
)
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